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学校生活がいよいよ始まりました。今日１日の中で多くの説明があり、まだまだ頭の中が整

理できない状況ではないでしょうか。オリエンテーション冊子を熟読し、学校生活のルールな

どに慣れていきましょう。何事も「初心忘れべからず」です。下に新入生誓いの言葉を載せて

おきますので、読んでおいてください。これから先、２９０名の皆さんと先生たちで最高の３

年間を築いていきましょう。 

新入生誓いの言葉 

天王寺川中学校に吹く風も柔らかく、暖かな日差しが春の訪れを感じさせる今日の佳き日、私

たちは、天王寺川中学校の新一年生として入学式を迎えることができました。 

 新型コロナウイルスによる影響で大変な状況ではありますが、私たち一年生のために、このよ

うな式を開いていただきありがとうございます。 

 新しい制服に身を包み、どきどきしながら校門をくぐりました。色々な方々の祝福の言葉や、

同級生の笑顔に、緊張や不安よりも期待が大きくなりました。 

 私には中学生になって頑張りたいことが二つあります。まず一つ目は、仲間づくりです。小学

校では、私が困ったとき、いつも友達が助けてくれました。だから、他の小学校の友達とも早く

仲良くなり、友達と助け合い、励まし合いながら、色々なことを乗り越えていきたいと思います。

また、私も誰かの力になれるように声をかけ、学年全員が楽しい中学校生活になるように一緒に

頑張っていきたいです。 

 二つ目は、勉強です。「どんな授業かな？」「どんな先生かな？」と、小学校に比べて難しくな

る勉強に不安もありますが、どの教科も目標を持って取り組み、精一杯努力することで楽しく学

んでいきたいと思います。 

私たち一年生は、今日から天王寺川中学校の一員として、先輩方が大切にされてきた｢夢と誇り」

という言葉を胸に、新たな一歩を踏み出します。まだ分からないことばかりでご迷惑をおかけす

ることもあると思いますが、先生方や先輩方たちに教えていただきながら、少しずつ、でも確実

に前へ進んでいきたいと思います。そして、共に過ごす仲間や家族への感謝の気持ちを忘れず、

大きな夢を持ち、自分を誇れる大人に近づけるよう精一杯頑張っていくことをここに誓います。 

新入生代表 １年１組 藤田維知人 

○ 小遠足について 

 ４月１４日に小遠足を実施いたします。場所は昆陽池公園になります。詳細は以下に記載して

おきますのでご確認下さい。尚、小遠足以外の時間帯につきましては授業になりますのでご注意

ください。また、前日雨が予想されます。当日の天気も怪しい状況にありますので、遠足の途中

で使用できるように必ず「カッパ」とレジャーシートをご準備ください。さらに、靴下が濡れる

可能性もありますので、気になるご家庭は替えの靴下もご準備ください。よろしくお願いいたし

ます。 

 

小遠足の詳細 

 

日 時：４月１４日（水）            予備日４月１５日（木） 

内 容：１１：００ 天王寺川中学校 出発     ８：３０ 天王寺川中学校 出発 

１１：４０ 昆陽池公園 到着       ９：１０ 昆陽池公園 到着 

１１：４５ 昼食             ９：１５ 学年レク（長縄） 

１２：１５ 学年レク（長縄）      １０：５０ 昆陽池公園出発 

１３：３５ 昆陽池公園 出発      １１：３５ 天王寺川中学校 到着 

１４：２０ 天王寺川中学校 到着     ※１５日から給食です。お弁当不要 

 

持ち物：体操服 ※半袖・長袖の両方必要です。（この日は体操服登校になります） 

    学校指定の帽子（学校で１４日に配布します） 

お弁当 ※１４日は雨天時でも給食がありませんので、お弁当が必要です。 

         小遠足が１５日になった場合は、お弁当は不要です。（給食） 

水筒（お茶多め）・汗ふきタオル・ハンカチ・レジャーシート・カッパ・サブバック 

予備マスク（必ずカバンに３枚以上入れておいてください。） 

    予備の靴下（必要な方のみ） 

 

○ お願い 

 本校でも教育活動を行う際に「コロナ対策」を行っております。その中でも、特に日々の「マ

スクの着用」と「手洗い」を子どもたちに指導しております。以前にもお願いしておりましたが、

必ず制カバン・サブバックに「予備のマスク（２枚程度）」を入れておいてください。また、「学

校保管用のマスク（３枚）」のご提出をお願いいたします。手洗いの際にはハンカチが必要になり

ますので、毎日ハンカチをお子さんに持たせるようにご協力ください。 


